
フィリピン

フィリピンの教育制度（1）

学校体系と取得可能な資格・学位

就園手続き・学校区域指定の有無

⚫ 原則として保護者が子どもを就園・就学させる義務を負う。

⚫ 入園資格は6月1日に満5歳に達していること、もしくは8月末までに満5歳に達す
る子どもで入園予定園の審査に合格すること。入園時に全就学期間を通じて使用
される、 「学習者参照番号」が付与される。

⚫ 保護者が希望する幼稚園に出生証明書か洗礼証明書を提出し、入園を申し込む。
学校による面談で入園が許可されるが、希望者が多い場合は、ほかの園を勧めら
れることもある。

⚫ 学校区域指定はあるが、強制ではなく、他校に通うことも可能である。

• 面積：298,170平方キロメートル（日本の約8割）
• 人口：1億903万5,343人（フィリピン国勢調査, 2020年）
• 民族：マレー系が中心、ほかに中国系、スペイン系及び少数民族
• 国語：フィリピノ語（タガログ語）
• 公用語：フィリピノ語及び英語。180以上の言語がある
• 宗教：キリスト教国（カトリック83％、その他のキリスト教10％。イスラム教5％)
• 平均寿命：男性67.4歳、女性73.6歳（世界保健機関, 2019年）
• 成人識字率：96.3%（UNESCO, 2019年）

★前期中等学校卒業証書

★初等学校卒業証書

★後期中等学校卒業証書
★修了証・ディプロマ
★準学士★学士 ★修士★博士

フィリピンでは、
幼稚園から12年
生までの13年間

が義務教育期間
である。

⚫ フィリピンでは、以前は初等教育6年間、中等教育4年間が義務教育とされていた
が、 2012年の学制改革により、幼稚園1年間、初等教育6年間、中等教育6年間が
義務教育となった。

⚫ また、義務教育期間が初等6年間から13年間（K to 12）に延長され、特に前期中
等教育の就学率が上昇した。

⚫ 2021年の総就学率は、初等教育92.40%、前期中等教育96.95%、後期中等教
育77.11%であった。コロナ禍前の総就学率99.15%（2019年）から大幅に下降
した初等教育と後期中等教育の就学率向上が課題である（UIS, 2022年） 。

学校教育費

⚫ 公立義務教育諸学校の学費は無償であるが、年間400ペソ
（約1,000円）前後のPTA費や雑費の支払いを求められる。

⚫ このほか、学用品、教材、制服、通学費等の負担がある。2010
年の首都マニラにおける、初等教育児童一人当たりの家庭の年
間平均支出は4,350ペソ（約11,000円 ）であった（Reyes，
2015年） 。

⚫ 2022年の情報では、私立学校の学費は初等学校で25,000
～１００,000ペソ(約61,000～２４６,000円)、中高等学校で
40,000～150,000ペソ（約９８,000～369,000円）で
あった。このほか、PTA費や雑費、学用品、教材、制服、通学費
の負担に加え、教科書の購入も必要である（Moneymax, 
2022年）。

進学要件

フィリピンにつながる本邦在留者は、在留期限がない永住者（47%）、在留期間が
定められている定住者（19%）、日本人の配偶者（9％）が全体の75%を占める（総
務省統計局, 2022年6月）。日本に比較的長く滞在するケースが多いことを踏まえ、
中長期的な視野を持って、子どもを指導することが期待される。

フィリピンで
は、2017年、
国立大学と一
部の公立大
学・単科大学
の学費も無償
化された。
（ただし、修業
年限＋1年以
内に卒業する
などの条件が
ある。）

⚫ 前期中等学校：初等教育の全ての学習領域に合格
⚫ 後期中等学校：前期中等学校の全ての学習領域に合格
⚫ 大学・単科大学、中等後教育機関：後期中等学校の全ての
学習領域に合格

プレスクール・プレ幼稚園・保育園等

義
務
教
育

幼稚園 幼稚園 （5～6歳）

初等学校
（小学校）

1年生 （6～7歳）

2年生 （7～8歳）

3年生 （8～9歳）

4年生 （9～10歳）

5年生 （10～11歳）

6年生 （11～12歳）

前期中等学校
（中学校）

7年生 （12～13歳）

8年生 （13～14歳）

9年生 （14～15歳）

10年生 （15～16歳）

後期中等学校
（高校）

11年生 （16～17歳）

12年生 （17～18歳）

大学・単科大学、中等後教育機関

大学進学につ
いて、入学試
験を実施する
大学がある
（Macha他、
2018年）。
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フィリピンの教育制度（２） フィリピンの教育内容（１）

1・2年：母語、英語、フィリピノ語、算数、社会、道徳、
音楽、美術、体育、ヘルス

3年： 1・2年生の教科＋理科

4年： 英語、フィリピノ語、算数、理科、社会、道徳、
音楽、美術、体育、ヘルス、技術と生活

教科

⚫ 就学前教育の強化（就学前教育1年間の義務化）

⚫ カリキュラムを学習者にとって適切なものにする
（文脈化・エンハンスメント）

⚫ 習熟度を高める（母国語ベースの多言語教育）

⚫ 統合された切れ目のない学習の確保
（スパイラル型学習）

⚫ 将来への備え

⚫ 全人的なフィリピン人の育成
（大学進学と職業準備、21世紀型スキル）

障害のある子どもの就学

フィリピンでは、長らく1970年代に策定された「障害児教育ガイドライン」に基づき、
障害のある子どもの特別教育（Special Education：SPED）が行われてきた。
2022年3月、「障害のある学習者のためのインクルーシブ教育法」（共和国法第
11650号）が制定・発布され、一般の教育システム（通常学校）における障害のある
子どもの教育が推進されている。障害のある子どもには個別教育計画が策定され、
その計画に基づき個々の教育的ニーズに応じた教育が行われることになっている。

しかし、予算不足や施設・機材の不足、特別な訓練を受けた教員の不足等から、教育
機会の提供が十分ではないことも報告されている。

⚫ 障害のある子どもの教育の場

通常学校
通常学校の学級において、障害のある子どもも障害のない子どもとともに学ぶ。

巡回教員による指導（Mobile teachers）
通常学級に在籍する障害のある児童生徒を巡回教員が指導する。

リソース・ルーム（Resource room services）
授業時間の一部で、通常学級に在籍する障害のある児童生徒を障害に応じて指導する。

特別教室（Self-contained class）
通常学級で学ぶことが難しい重度障害児向けの学級。

院内学級（Hospital instruction）
寝たきりの障害児と病気から回復途中の子どもを対象とした病院内の学級。

⚫ 就学手続き
１）各学校の教員と地方自治体が、特別な支援が必要な子どもの存在を把握
2）保護者の合意のもと、専門家が子どもの発達アセスメントを実施
３）アセスメント結果に基づき、専門家が就学先を提案
４）保護者が同意すれば、専門家に提案された学校に就学

指導上の留意点

⚫ 比較的新しい概念である、自閉症やADHDなどを含む「発達障害」について、
保護者は十分理解していない、または障害と認識していない場合がある。

⚫ 来日前の教育の状況、家庭環境や成育歴、母語の発達の状況などが子どもの発
達に影響を及ぼしていることに留意が必要である。

• 幼稚園は、遊びを通じて文字、数字、形、色を母語で学ぶ。
• 11・12年生はコアカリキュラムと選択教科を学習する。

3年生までは学習者の
母語で指導が行われる。

4～6年生にかけて
フィリピノ語と英語へ
の移行プログラムが実
施され、 ７年生以降の
中等教育ではフィリピ
ノ語と英語で指導が行
われる。

K to 12カリキュラムの特徴

全ての学習領域の最
終試験で７５点以上

進級

２つまでの領域が
７５点未満

補習クラスに登録し、75点以上取
れば進級。75点未満の場合、再試

験。それでも不合格であれば継続
的に個別指導を受けながら進級

３つ以上の領域が
７５点未満

留年

UISによると、
2019年の初等教
育の平均留年率は
1.76%、うち1年
生が3.20%、前
期中等教育平均留
年率は2.47%。

授業では、グルー
プ学習や発表が多
く取り入れられて
いる。

修了率（※）：初等教育92％、前期中等教育81％、後期中等教育78％（2017年）

（※）各教育段階の最終学年該当年齢より3〜5歳年齢が高い子どものうち、最終学年を修了
した子どもの数の割合（データは、UNICEF, 2022年）。

※「特別支援教育」や「特別教室」の定義は、国により様々である。

評価・進級制度（1年生～10年生）
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フィリピンの教育内容（２）：算数カリキュラム

初等算数教育の学習内容系統一覧表（日本の学習領域に則り整理）

数と計算領域を指導する際の留意点

⚫各学年で学習する整数

⚫九九の学習時期

⚫小数の学習時期

フィリピンの各学年で学習する整数は、日本よりも小さい。例えば、日本の3年生

は1億まで学習するのに対し、フィリピンの3年生は1万までしか学習しない。その

ため、整数の学習の前に追加的な指導が必要である。例えば、3年生までフィリピ

ンで学習し、4年生から日本で学習する子どもには、学習の前に1万～1億までの

数を指導する必要がある。

日本では九九を2年生で9の段まで学習するが、フィリピンでは5の段までを2年

生で、6の段から9の段までを3年生で学習する。3年生から日本で学習する子ど

もには、学習の前に6の段以降の指導が必要である。

日本では3年生から小数を学習するが、フィリピンでは4年生からである。4年生か

ら日本で学習する子どもには、小数の概念や読み方、簡単なたし算・ひき算などの

指導が必要である。

領域／学年

●時間の単位（秒） ●比と割合の概念
●百分率（％）の概念

●百分率（％）の計算
●比例・反比例

データの活用
●表
●起こりやすさ

●絵グラフ ●棒グラフ ●2軸棒グラフ ●折れ線グラフ ●円グラフ

●展開図

測定／
変化と関係

●長さの比較
●かさの比較
●重さの比較

●長さの単位（cm、m）
●面積の概念
●かさの単位（mL、L）
●重さの単位（g、kg）

●面積の単位
●長方形と正方形の面積の公式

●平面図形の周の長さ
●三角形、平行四辺形、台形の面積の公
式
●体積の概念と単位
●直方体の体積の公式

●円周の長さ
●円の面積の公式
●立方体の体積の公式

●距離、時間、速さの測定
●複雑な図形の面積
●立体の表面積
●角柱、角すい、円柱、円すい、球の体
積

●カレンダー（日、週、月、年）
●時計の読み方（時)

●時計の読み方（分、午前・午後）
●経過時間

図形

●平面図形（正方形、長方形、三角形、
円）の観察
●立体図形の観察

●直線と曲線
●対称な図形
●平面と曲面

●点、線、線分
●垂直と平行

●角の大きさ
●正三角形、二等辺三角形、直角三角形
●正方形、長方形、平行四辺形、台形、
ひし形

●多角形
●円
●立方体、角柱、角すい、円柱、円すい、
球

●仮分数と帯分数の加法・減法
●簡単な分数の乗法・除法
●分数と整数の乗法・除法
●小数の意味（小数第4位まで）
●小数の四則計算

●分数の乗法・除法（帯分数も含む）
●小数の四則計算（整数部分が1以上の
小数を含む）

●未知数を含む数式（加法・減法） ●未知数を含む数式（乗法・除法） ●未知数を含む数式（括弧を含む式） ●方程式の意味 ●方程式と変数

●累乗の計算
●整数の性質

●1、2位数の加法・減法 ●2、3位数の加法・減法
●九九（2～5、10の段）
●除法（2位数）÷（2～5、10の数）
●加法、減法、乗法が混じった計算

●3、4位数の加法・減法
●九九（6～9の段）
●乗法（2、3位数）×（1位数）、（2位数）
×（2位数）
●余りのある除法
●除法（2～4位数）÷（1、2位数）

●乗法（3位数）×（2位数）
●除法（3、4位数）÷（1、2位数）
●2つ以上の演算が混じった計算

●四則を混合した式、（）を用いた式の
計算

数と計算

●100までの数 ●1000までの数 ●1万までの数
●概数と四捨五入
●奇数と偶数

●10万までの数
●倍数と約数

●1千万までの数

●簡単な分数の意味（1/2、1/4） ●分数の読み書き、大小比較 ●真分数、仮分数
●同値な分数

●帯分数
●約分
●同分母と異分母の分数の加法・減法
●小数の意味（小数第2位まで）

1年 2年 3年 4年 5年 6年
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フィリピンの学校文化

1年間の学校行事

1日の流れ

⚫ 都心部では学区が広いため、保護者がオートバイで送迎する、もしくは乗り合い
バスで通学する子どもも多い。

⚫ 学校によっては、登校時間を過ぎると門が閉まり、校内に入れない。

⚫ 成績が悪い場合、夏季休業期間に補習授業を受講する。

⚫ 宿題の分量は学校により異なる。

学校のルール・習慣

⚫ 生徒数の多い学校では、複数の生徒が教科書を共有する。
家に持ち帰ることはできない。

⚫ 幼稚園から高校まで制服がある。

⚫ 文房具、書籍、制服の購入費用、宿題のための印刷代は、保護者が負担する。

⚫ 一般的に靴やかばん、アクセサリーや髪型は自由である。

学校生活で必要なもの

⚫ 年に2回程度、保護者会やPTAで保護者が集まる機会がある。

⚫ 保護者面談は、問題を抱えた児童生徒の保護者を対象に行われる。

保護者の関わり

⚫ フィリピンには給食がないため、給食当番のエプロンを準備する必要や子どもが
配膳する理由を、保護者に説明する必要がある場合もある。

⚫ フィリピンでは、日本と異なり、靴やかばん、アクセサリーや髪型が自由であるた
め、日本の学校の習慣を丁寧に説明する必要がある。

⚫ フィリピンでは、教科書を自宅に持ち帰る習慣がないため、教科書を持ち帰る場
合、その理由を丁寧に説明する必要がある。

指導上の留意点

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

1学期 4学期

夏休み新学期

午前の部の授業開始

休憩時間

午前の部の授業終了

午後の部の授業開始

午後の部の授業終了

休憩時間

7:30

17:30

10:00

11:30

13:30

15:00

始業前に朝礼があり、国旗を掲げて国歌を
歌う。朝礼の後、子どもは教室内の掃除を
行う。

12:00 昼食

授業の1単位時間は４０分～60分である。
（学年や教科、学校により異なる。）
クラス担任はいるが、教科ごとに教員は異
なる。

昼食は、弁当を持参または食堂でとる。自
宅に帰ってとることもある。

2学期 3学期

学期休み

※ 一部制の場合、低学年は２時半ごろ、高
学年は４時ごろに下校する。

※ 学期末試験がある。

⚫ 授業があるのは月曜日から金曜日であり、土・日・祝日は休みである。

⚫ 学校によっては、午前・午後の二部制である。午後シフトは午後1時半から夕方まで
授業がある。

小学校の例（二部制）

※ 遠足などの校外学習はない。
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